
ラテックス凝集比濁法

シスタチン C（CysC）の特徴
●血中濃度が性別・年齢・筋肉量等の影響を受けにくい低分子蛋白で、新しい
　腎機能マーカーとして注目されています。
●クレアチニンクリアランス測定のような蓄尿は不要であり、血清（血漿）中
の CysC 濃度を測定することにより腎機能の評価が可能です。
●血清クレアチニンと比較すると、腎機能に対する感度および特異性が高く、
　より早期に低下を発見できます。

血清又は血漿中シスタチンＣ測定用試薬

N-アッセイ LA シスタチンCLA シスタチンC

　　　　　　〒963-8061　福島県郡山市富久山町福原字塩島1番地
本　　　社  〒102-0083　東京都千代田区麹町2-4-1

TEL.03-4582-5420 FAX.03-3238-4591

製造販売元：

【特　長】
１．ラテックス凝集比濁法を測定原理としており、各種汎用自動分析装置への
　　適応が可能です。
２．0.1mg/L から 10mg/L まで良好な直線性を示します。
３．測定感度が高く、低域から高域まで精度良く測定できます。


